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ｔ
、
、

鳧
寺
・
ろ
を

利
あ
り
だ
の奇

～
今
欠
泥
亨
飽

久
馳
糾
〃
八
１

む
ぅ
ｊ
は
熟
ザ
ュ
ー
ヮ
雄
身
少
小
ハ
側
調
重
Ｊ
１
も
之

〈
、

寿
…
訴
惑
か
え
る
久
脇
師
川
去
雪
．

郡
の
俊
泌
６
も
鰻
ｔ
か
き
監
娑
や
Ｉ
と
き
遅
の
波
心
と
あ
う
よ
彩

為
珍
乙
の
一
脇
く
も
場
卜
ぬ
ょ
胤
協
澗
冴
ノ
乏
沸
小
破
１
１
滝
莎
意
向
唖
ｌ
禰

、
惨
土
時
向
徳
轆
菊
参

沖
紘

篭
？
，
久
″
乞
砂
と
京
扉
の
虎
と
一
々
＄
く
ち
命

獅

継

手

腸
，
阜
飛
ざ
ず
、

燗
ｊ
人

協
Ｙ
伽
佛
威
川
脇
筋
ｌ
悪
ｖ
小
郡
卜
、

ｎ
γ
心
、
１
曲
邪
’
て

令
少
、
丸
久
あ
～
Ａ
内
ゑ
り
も
り
ｈ
ｖ
ｉ
熟
Ｉ
Ｊ
ｐ
ｆ
賜
倫
Ｙ
人
八
ｙ
ｊ
０
碑
Ｊ
卿
圦
〃
４
Ｍ
峨
勺
澗
別

Ｉ

噸
吻
嘩
ゑ
の
勺
鷺
舟
″
卜
奪
勺
１
０
験
玖
欠
＃
＃
’
や
１
１
●
ｒ
稚
み
が
猷

為
側
吋
〃
て
？
で
く
塗
る
弘
汲
Ｔ
Ｉ
侭
捌
忽
式
顎
、
と
ぶ
″
胤
瞳
？
；
１
１
し

み
Ｉ
か
－
１
坐
甥
命
ｔ
ｙ
介
介
て
４
ゑ
ば
の
敷
勘
侭
塊
称
Ａ
Ｉ
Ｉ
典
総
瀞
Ｉ
夕

…

似
洪
及
碑
畠
連
含
淀
彬
の
勺
置
弓
？
彗
彙
苓
塗
命
悌
匙

血
■
軍
狂

警

》

毎
須
？
、
↓
櫛
呼
ｉ
７
川
㈹
八
几
附
‐

紬
１
心
皮
感
鴛
誓
乃
の
勺
諺
捗
ｒ
笹
幻
Ｉ
ｉ
協
塞
１
１

今
錨
脇
箭
穆
銀
砧
γ
み
、
一
鋤
ｉ
１
成
形
或
洞
；

久
協
鯉
解
の
彰
八
が
よ
い
淘

醗

裾
苓
髻
’
零
雛
ャ
々
覆
鷺
職
歴
這
警
香
謁

ｆ
電
熱
‐
輔

、
鞠
〃
曾
賭

ｐ

を
制
刊
も
殉
ｙ
到
り
〃
八
３

ｊ
・
筐

■
■
副
剛
即
宅
戸
，
．
‐
－
コ
一

い
》
４
／
、
ノ
ヘ
リ
忽
協
４
１
入
り

０
Ａ

ざ

両

、

ｈ
‐
可

髭
Ｊ
の
坊

蓋
ぞ
ｒ
謬
偲
支
汎
冷
蒋
基
ミ
ー
兵
、

商
の
必
老
ど
の
奇
ハ
子
パ
リ
か

燕
綾
吸
鰯
》

I

瞳
於
選
今
》
獄
湖
羅
乎
我’

〃
ぜ
、
参
１
３
今
，
段
ち
竜
撹
蔚
伶
『
＃
秘
話
鯵
一

オ
ノ
２
４
４
の
〃
哩
刃
を

阜
猶
一
匹
▼
Ｐ
ｇ

一
編
、
匿
加
へ
て
ふ
Ｉ

必

『
毎
》Ｉ

五
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１
１

q

蘭

卜
令
Ｊ
ｆ
Ｉ
、
金
篭
久
い
ｒ
ト
ノ
、

｜
、
ダ
稗
ろ
そ
ぅ
佐
診
さ
’
ん
り
峠
の
ぞ
く
代
の
勺
侭
ク
リ
累
朔
１
勺
；
卵
１

，
倉
拷
妙
＃
４
ｉ
γ
ぞ
る
’
ぬ
〃
ふ
く
よ
／
兎
珍
が
別
記
蝿
系
１
２
簡
了
勺
，
限

嬢
’
他
？
勺
劾
づ
吋
噂
隣
わ
る
今
Ｙ
ｎ
ｕ
蝿
１
１
払
念
叩
＃
糸
ｌ
諺
？
の
ノ

珍
？
一
壱
少
も
典
６
今
１
ｔ
や
浅
鳴
１
１
丈
靴
の
７
』
て
ふ
れ
１
鵬
Ｉ
す
え

↑
’
ぬ
＃
伽
連
謬
乱
も
〃
偽
芳
に
山
陽
ｆ
イ
叱
沙
多
鷺
上
乞
方
勺
歩
娘

や
雀
》
か
き
絶
逓
整
７
１
人
ｌ
赴
く
と
謬
勺
山
肌
の
鞍
か
少
量
後
を
顔
蓉

含
蹟
も
遥
工
注
含
と
振
騎
逮
塁
煮
考
一
勺
孝
仏
を
能
俄

令
１
墓
誌
を
常
る
ぞ
湛
之
密
ぐ
ぢ
か
亀
芝
令
祭
訓
気
も
ィ
塾
み
く

総
巡
孝
タ
鈴
葱
過
ぎ
と
溪
今
に
乙
抄
ｉ
ｔ
鋪
を
去
皇
毎
畿
池
其
か

＃

ｈ
ア
鯉
、
抄
歌
イ
蜘
久
－
表
３
１
γ
う
窪
嘉
〃
ｊ
拳
寡
ａ
ｌ
ｖ
淨
冥
一
噸
基

微
て
Ａ
ｙ
え
，
芝
矧
も
生
１
励
執
”
１
の
と
嵩
〃
卜
謹
餅
畑
ふ
封
Ｉ
悠
錯
会
ｆ
脚
脇
り
が

ふ
ん
強
乏
式
だ
Ｉ
ペ
ハ
拳
ｋ
ｖ
１
な
勺
に
胤
ｔ
Ｊ
６
を
他
ｔ
乳
．
付
泌
孔
司
赤
奎
桝
何
く

弧
勺
芝
鯵
て
る
ち
ゃ
‐
弘
一
尭
毫
鵬
や
え
牝
李
之
久
愉
裳
勺
Ｋ
世

・
一
、
０
０

ｔ
特
拶
、
久
弥
孝
蒔
永
乞
り
ふ
付
も
め
小
の
洲
謬
と
希
選
わ
１
，
－
と

強
共
山
ｌ
狗
旅
ょ
冨
壬
影
と
付
か
捉
訴
’
て
尤
裁
へ
沖
～
勘
Ａ
４
也
猟

穆
馳
雄
之
雰
琶
の
吃
似
牛
＃
勺
騒
迩
需
ｆ
＃
も
差
聯
廻
迄
亦
放
の

句

溺

汀
ノ、

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ
■
■
■
■
壹
匡

１

戸
『
‐ 争

堰
↓
ご
‘
た

､

↑
零

』

再
員
。

。
弓
曇
ａ
Ｐ

タ

■
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崗
風
ｂ用
１
１１

１

《

ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ⅱ
８
０
日
■
■
Ⅱ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
８
Ⅱ
日
日
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

ｌ

■

■

■

■

■

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

０

Ⅱ

０

１

０

０

Ⅱ

１

１

１

１

１

４
斗
幻
０

■

、
■
Ｇ
Ｉ
Ａ
ｑ
Ｊ
啓
Ｉ

＝

》

’
6

、

、久
金
隼

《
１
画
１
１
心
ｒ
吟
矛
麺
炉

人
ろ
過

奥
γ
，
少
Ｌ
』
桑
ム
ハ
冷
小
ム
プ
ど
ぺ
一

を
表
Ｉ

多
く
Ｌ
４

肋
服
蝋
～
＃
人
ｖ
胴
？
り
血
獅
創
肋
Ｉ
？
６
勺
に
鵬
ツ
ー
あ
い
久
肋
券
す
た
９
１
て
も
脚

Ｆ
１・司

令
瀞
を
含
鋤
蜘
婁
２
４
蚤
お
侭
ハ
殉
准
と
み
』
＆
錬
孝

１

雪
１
瀞
膨
倦
ぁ
喜
啄
老
包
壁
夏
塚
‐
Ｉ
そ
ふ
息
之

１

承
〃
り
ぅ
功
堯
脾
ｊ
の
ゆ
く
ノ
ー
い
ふ
＃
Ｉ

ｊ
ら
；
く
ふ
弧

諺
唆
の
う
さ
汀
Ｌ
愚
眺
於
を
歩
く
ィ
息
３
異
じ
く
‐

の
ち
Ｚ
翁
ｊ
１
逐
え
て
糸
の
総
聞
滕
陣
，
藤
琴
Ｙ
易
い
野
‐
Ｉ
蹄

‐
、
，
ゞ
ア
ー
融
々
陶
陰
〃
ｒ
塾
‐
《
１
，
塁
《
ム
偽
う
２
棚
：
延
ざ
紬
ツ
ネ
ｌ
ｌ
４

〃
７
の
劣
り
伽
誰
了
感
睡
湯
Ａ
Ｚ
Ｉ
ｌ
強
ム

少
て
ふ
弧
典
ノ
、

ご
暇
診
》
、
Ｉ
垂

發
罫
皇
室
老
奥
Ｉ
違
他
襲
愈
参
く
ぞ
ヶ
一
切
雪
…

そ
票
勺
汎
珍
１
〃
ｊ
仏
匂
勺
〆
新
心
初
奪
Ｙ
喪
を
毛
稔
寺
狐

い
環
の
ら
く

■

一

Q

d･.

耳1－qロ

マ
ヲ
峰
〃
や
く

邪
．
＃
ｋ
零
Ｉ
含
仏
Ｘ
溌
参
、
ｘ
Ｉ
Ｙ
ｆ
も

‐
Ｉ
１
１

の
籾

恥
Ⅲ
Ⅳ
小

貴
γ
壷

０
一
”
Ｔ
〃
ｎ
屯
０
口
”

可
可
Ｊ
ｑ

！
可

曇
妙
咄
帆
イ
ｉ
わ
７
Ｉ
く
う
Ｉ
組
入
緋
眺
く
１
Ｊ
〃

ょ
賜
り
６
て
威
令
八
籾
、
学
汐
隆
γ
、
て

》
う
り
４
く

襲
胸
な
Ｙ
久
斑
隅

介
碑
重
み

へ
１
１
‐

難
４
萱
：
珪
ゞ
Ｙ

Ｐ

皇
？
Ｌ
伊
霧
の
ｉ
Ⅳ
ノ
味
の
ぞ
く
抄

し
ぎ
に
’
１
１
，
ん
へ
入
鼎
０
Ａ
ノ
ー
リ
癖
も
の

ｔ
参
痢
〆
を
ｌ
△
ｔ
炊
時
？
Ｙ
ぞ
ｊ
７

を＝

ﾉ'1
上

~
1

Ｙ
ｂ
ｚ
吟
ぶ
つ
蝋
星
諭
叡

為
剴
奪
年
惑 ！ ； I

萱姉
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一
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虹
白
日
型
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L

四q■

』

ゞ
肉
諺
迄
咋
山
伐
り

嶬
低

０
９
ｐ
Ｌ
ｆ
－
，
○

Ｊ
Ｏ
母
。

勺
令
卿
ワ
字
哀
費
勿
上
室
を
建
牛
め
お
蓋
冷
倣
秘
判
譽

ぞ
、
之
挺
令
ハ
毒
慰
脚
の
椎
、
粒
１
剥
為
弘
尋
と
猫
Ｉ
り
ん
鞠

と
り
／
前
ら
ぉ
尤
典
＆
城
伽
て
も
冬
埆
ゲ
ル
で
池
挙
動
６
勺
川

手
気
も
が
§
↓
ア
ヶ
膵
含
令
竺
可
シ
室
の
あ
ゑ
も
れ
豹
込
あ
う
必

豊
↓
孟
八
方
泌
瓢
久
・
葱
匙
、
五
十
判
‐
為
り
八
羅
蘇
為
ム
紙
も

叩
砂
誓
寸
ず
れ
小
を
ャ
７
４
雁
判
定
孝
心
巻
〆
老
ふ
く

漁
櫓
勘
納
一
の
船
猟
捜

マ
ツ
ぞ
芋
庵
ハ
乏
の
よ
の
腐
凋
、
＃
尊
考
、
等
ム
何
世
ひ
ょ
腱
Ｉ

て
戎
旦
室
も
う
↓
と
媛
巻
紗
ｔ
専
ら
号
く
寛
り
あ
命
ｆ
姑
あ
ぞ
を

謬
慈
も
そ
め
含
稲
畑
Ｉ
酸
ハ
九
ｌ
ｘ
溌
峯
心
ｉ
４
寿
霧
お
く
齢
１

２
分
６
禿
で
蕊
１
４
＃
；
ぷ
ゆ
＆
も
ザ
鐡
く
り
代
ノ
①
号
人
日
を
玄
久
琴

七
享
奏
を
く
ぎ
り
職
七
七
久
上
狼
Ｉ
北
の
侭
泓
７
み
あ
・
か
り

湾
ゐ
ァ
崎
考
必
脅
曹
壷
く
亨
亨
学
諺
吋
（
古
ｊ
Ａ
潟
癖
山
＊

垂
ダ
弧
ふ
む
り
く
調
同
芳
く
揃
樛
為
の
雀
Ｉ
祇
恥
靴
吻
人
鯵
や

嘆
孟
ハ
・
了
肱
も
珍
倦
＃
～
之
托
労
謬
紗
Ｙ
牝
り
あ
シ
起
於
ハ
、
を

験
１
園
１
塁
と
〃
速
の
畠
噸
吻
矛
八
編
１
４
と
燕
処
？
参
貝
ハ
ケ
ッ

Ｌ
制
仔
卜

ゑ
ず
砲
売
７
ｊ
珍
本

L

1

L1

の
、
、
ヒ
ノ
グ
公

職

‘〉
ノ、

一
Ｊ

菰
諮
哨
″
式

ｰ

、
泌
著
よ
〃
２
１
均
吋
噸
入
学
ら
く
↓
弧
丈
，
今
の
花
く

皇

勺
を
必
ろ
吋
い
小
，
〃
，
子
金
爾
‐
叩

“
〃
《
蓮
ｄ
声
匂
．
〃
九
へ
ｏ

Ｕ

腰
、
五
十
弱
、
．
、
仙
；
肌
睡
涛
〆
狗
・
慰
延
八

回

q■

〃

心
ｆ
ｊ
４
／
堤

F~~-
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々
イ
も
ノ
Ｚ
松
筵
剥
ｋ
ｆ
群
秘
仏
１
，
く
ふ
の
手
に

一

－

－
弓

L

I

Ｕ

●
Ｌ
■
Ｌ

声
’
１

１
１
１

ｌ
恨
免
瀞
擢
‐
歩
み
～
１
１
”
ｌ
火
だ
Ｉ
鞍

ふ
門
瀕
》
モ
４
可
、

例
脊
式
ぜ
ゑ
十
・
勺
凶
を
胸
の
馥
旦
‐
令
玖
促
舗
メ
、
、
里
。
、
割
八
↓
舟
・
４
》

苛

寅
表
の
向
鳥
協
竺
え
》
今
も
偽
が
趣
き
そ
い
稀
１
ｔ
渉
り

空
鋲
六
勺
息
七
勺
参

入
体
知
り
ど
ノ
ヘ
、
ょ
う
ム
リ
桑

V，

、

へ
Ｉ
け
ん
ｊ
；
摸
の
満
、
鍬
わ
く
ノ
．
ｆ
肛
分
名

』

格
光

え
I

ざ
ノ
ル
脳
，

斥
の
て
く
古
停
殺
十
勺
の
例
を
き
て
八
台
六
蝋
一
万
卑
感
。
、
》

Ｉ参
斗
媛
ふ
Ｉ
め
孤
連
認
に
今
脹
ぜ
乏
似
ユ
ハ
ら
う
Ｉ
”
Ｊ
八
聖
蝿

含
帳
沈
虎
鬼
ず
手
Ｉ
野
４
４
孤
糸
の
／
心
逢
純
落
し
↓
鬼
女
ハ

論
く
う
ム
ー
施
戎
汎
ら
今
Ｉ
ｖ
ｋ
た
め
介
入
と
熱
唯
”
ゑ
ヅ
グ

な
ｊ
〆
孤
ハ
翁
金
堂
Ｉ
浦
蚕
紙
‐
皇
？
ｊ
ｋ
ｔ
岬
や
苧
、

久
戯
の
洞
迩
嶬
の
孤
浪
煮
に
盆
、
３
句
ハ
表
今
向
へ
ｊ
僻
八
八

Ｊ
、
、
、

と
た
っ
さ
；
向
咋
ゑ
く
く
匂
い
↓
ク
、
１
人
琴
珍
ぅ
ｉ
恥
上
Ｉ

く
く
火
狗

砿
煮や

わ
油
げ
１
代
ｊ
閥

鍵
〃
ｊ
久

、
患
い
学
吃

総
ｊ
犀
‐
秘
宝
入
古
今
の
人
の
鳥
悲
Ｊ
脅
曹
久
令
く
が
〕

〈
７
１

6ノ、

‐
〃
も

も
今
皇
紙
１
局
よ
ｊ
ら
抄
て
亨
言
入
言

■1

切
一
〃

タ
ヘ
膵
乞
老
い
ら
／
く
小
一
催
・
〃
ｒ

人
の

少
１
屯

０

心

必
腿
悪
縦
と

酔
汲碑

ノ
に
も
ｊ
＃
へ
息

途
千
も
１

＆
孔
Ｖ
ち
り
〃
↓
伽
ｐ
度
型
ト
ー
く
た
牡
〃
‐
４
７

）

久
珍

や

の
ち
ｖ
い
と
‐
ノ
む
屯
１
１
１
，
と

ｒ
ム
ヮ
よ
』
み
、
班
祇
ま
わ
～
く
き
〃
八

q

へ
よ
ら
～
，
１
坪
助
い
』
う
し
ぜ

い
～
く
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